
極限解析による劣化RC部材の耐力評価に関する研究委員会【新規】 

 

1) 活動期間 

令和2年4月～令和4年3月 

 

2) 活動計画 

道路橋の近接目視点検が義務化され，健全性の診断も併せて行われているが，最終的

対策の判断において高度な技術が求められる場合には，個々の技術者の知識や経験に頼

らざるを得ないのが現状である。既設 RC 構造物の性能評価については，外観の損傷状

態等で判定する方法から有限要素解析等を活用する高度な手法まで多様化しているが，

点検から取得可能な情報と力学的合理性のある耐力評価との間には，未だに大きな隔た

りがあるように思われる。極限解析は，単純な仮定のもとで部材の終局状態を想定する

ことで，試験結果の近似式等に頼らず終局荷重を算定することが可能である。本委員会

では，劣化 RC 部材の耐力評価の一手法としてこの極限解析に着目し，その適用可能性

や適用範囲を明らかにすることを目的とする。 

2年間の活動期間の間に以下の調査・研究を行う。 

（1）既設道路橋より採取した撤去床版から作製したRCはりに関する材料試験および

構造実験の結果から劣化RC部材の破壊挙動に関する分析を行う。 

（2）極限解析による劣化RC部材の耐力評価について，上記（1）の構造実験における

破壊挙動と解析結果の比較を行うことで，その適用性の検証を行う。 

（3）極限解析による耐力評価と断面分割法や有限要素解析等の耐力評価との比較を行

い，それぞれの適用範囲等に関する検討を行う。 

 

3) 委員会の構成 

委員長  金澤  健   北海学園大学 

幹 事  中村 拓郎   土木研究所寒地土木研究所 

委 員  坂口 淳一   北武コンサルタント株式会社 

委 員  川口 和広   JIPテクノサイエンス株式会社 

 


